
2021フレッシュあげおを募集
令和3年1月18日㈪まで 第

6
次
上
尾
市
総
合
計
画（
案
）

へ
の
意
見
を
募
集

行
政
経
営
課
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3

令
和
3
年
度
か
ら
10
年
間
を
計
画
期
間

と
す
る
第
6
次
上
尾
市
総
合
計
画（
基
本

構
想
、
基
本
計
画
）の
策
定
を
進
め
て
い

ま
す
。
こ
の
た
び
、
そ
の
案
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
の
で
市
民
コ
メ
ン
ト
制
度
に
基
づ

き
、
意
見
を
募
集
し
ま
す
。
【
計
画（
案
）

の
公
表
・
意
見
募
集
期
間
】11
月
30
日
〜

12
月
25
日
㈮
【
計
画（
案
）・
意
見
書
の

設
置
場
所
】行
政
経
営
課
、
市
役
所
1
階

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
各
支
所
・
出
張
所
・

公
民
館

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
ま
す
。
�
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人
【
意
見
な
ど
の
取
り
扱
い
】内
容

を
検
討
し
、
策
定
の
参
考
に
す
る

※
住

所
、
氏
名
な
ど
個
人
が
特
定
で
き
る
箇
所

を
除
き
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま

す
。
個
別
に
は
回
答
し
ま
せ
ん
。
【
提
出

方
法
】意
見
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

直
接
か
郵
送（
12
月
25
日
消
印
有
効
）ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
、メ
ー
ル
で
行
政
経
営
課（
〒

362
―

8
5
0
1
本
町
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、
�s5070

0
@
city.ageo.lg.jp

）へ

第
2
期
上
尾
市
地
域
創
生
長
期

ビ
ジ
ョ
ン
・
第
2
期
上
尾
市
地
域

創
生
総
合
戦
略（
案
）へ
の

意
見
を
募
集

行
政
経
営
課
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令
和
3
年
度
か
ら
5
年
間
を
推
進
期
間

と
す
る
｢第
2
期
上
尾
市
地
域
創
生
長
期

ビ
ジ
ョ
ン
・
第
2
期
上
尾
市
地
域
創
生
総

合
戦
略
｣の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ

の
た
び
、
そ
の
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の

で
市
民
コ
メ
ン
ト
制
度
に
基
づ
き
、
意
見

を
募
集
し
ま
す
。
【
戦
略（
案
）の
公
表
・

意
見
募
集
期
間
】11
月
30
日
〜
12
月
25
日

㈮
【
戦
略（
案
）・
意
見
書
の
設
置
場
所
】

行
政
経
営
課
、
市
役
所
1
階
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
、
各
支
所
・
出
張
所
・
公
民
館

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

�
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
【
意

見
な
ど
の
取
り
扱
い
】内
容
を
検
討
し
、策

定
の
参
考
に
す
る

※
住
所
、
氏
名
な
ど

個
人
が
特
定
で
き
る
箇
所
を
除
き
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。
個
別
に

は
回
答
し
ま
せ
ん
。
【
提
出
方
法
】意
見

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
直
接
か
郵

送（
12
月
25
日
消
印
有
効
）ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
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ー
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で
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。
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は
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。
【
提
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方
法
】意
見
書
に

必
要
事
項
を
記
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し
て
、直
接
か
郵
送（
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有
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）ま
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上尾の商工業の発展と、上尾のイメージ
アップのため、令和3年度の｢フレッシュあ
げお｣を募集します。市の｢キラリ☆あげお
ＰＲ大使｣としても活動しています。 �次
の①～③の全てに該当する人①市内に在
住・在勤・在学の令和3年4月1日時点で18
歳以上②1年間（令和3年4月1日～令和4年3
月31日）、上尾商工会議所などの公式行事
など、ＰＲ活動に責任をもって参加できる
③特定の興行会社または他団体と類似契約
をしていない �上尾商工会議所青年部の
ホームページの応募フォームから送信また
は応募用紙（上尾商工会議所にある）に必要
事項を記入し、写真（全身・上半身、各1枚）
を添付して、令和3年1月18日まで（当日消
印有効）に直接または郵送で、上尾商工会
議所青年部（〒362―8703二ツ宮750）へ

上尾商工会議所青年部 �773―3111・�775―9090

2020フレッシュあげお

応募フォーム

年始開始日

1月4日㈪

1月5日㈫

年末最終日

12月28日㈪

12月29日㈫

収集区域

Ａ・Ｂ地区

Ｃ・Ｄ地区

【年末年始のごみの収集】

※詳しくは『上尾市ごみ収集カレン
ダー』を確認してください。

■
市
役
所
、
各
支
所
・
出
張
所

市
役
所
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市
役
所
と
平
方
・
原
市
・
大
石
・
上

平
・
大
谷
支
所
、
尾
山
台
・
上
尾
駅
出
張

所
は
12
月
29
日
㈫
〜
1
月
3
日
㈰
は
休
み

で
す
。

●
婚
姻
・
離
婚
・
出
生
・
死
亡
届
な
ど

右
記
の
期
間
中
は
、
市
役
所
北
口
玄
関

の
｢休
日
夜
間
受
付
｣で
受
け
付
け
ま
す
。

こ
の
期
間
中
に
受
け
付
け
た
届
け
出
な
ど

の
確
認
作
業
は
、
1
月
4
日
㈪
か
ら
行
い

ま
す
。

●
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

12
月
29
日
〜
1
月
3
日
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
な
ど
で
の
証
明
書
交
付
が
停
止

と
な
り
ま
す
。

■
上
・
下
水
道管

工
事
業
協
同
組
合
漏
水
対
策
室
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12
月
29
日
㈫
〜
1
月
3
日
㈰
の
期
間
中

に
、
水
道
の
漏
水
や
公
共
下
水
道
が
詰

ま
っ
た
場
合
な
ど
の
修
理
は
、
管
工
事
業

協
同
組
合
漏
水
対
策
室
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

■
ご
み
の
収
集
・
直
接
搬
入

西
貝
塚
環
境
セ
ン
タ
ー
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●
ご
み
の
収
集

年
末
年
始
の
ご
み
の
収
集（
可
燃
ご
み
）

は
左
表
の
と
お
り
で
す
。
ご
み
は
正
し
く

分
別
し
、
収
集
日
の
8
時
ま
で
に
ご
み
集

積
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
※
ご
み
の

量
や
交
通
事
情
の
た
め
、
収
集
時
間
が
変

動
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
ご
み
の
直
接
搬
入

直
接
搬
入
日
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

搬
入
の
際
は
、
係
員
の
指
示
・
誘
導
に

従
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
市
内
で
発
生

し
た
ご
み
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た

め
、
本
人
確
認
が
で
き
る
物（
自
動
車
運

転
免
許
証
な
ど
）を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
搬
入
ま
で
に
、
1
時
間
以
上
か
か
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
【
最
終
搬
入
日
】12
月

23
日
㈬
【
年
始
開
始
日
】1
月
6
日
㈬

【
搬
入
時
間
】㈪
〜
㈮
8
時
45
分
〜
11
時
30

分
、
13
時
〜
16
時
15
分

※
12
月
24
日
㈭

〜
1
月
5
日
㈫
は
、
ご
み
の
直
接
搬
入
は

で
き
ま
せ
ん
。
【
処
理
手
数
料
】家
庭
ご

み
／
10
㌕
に
つ
き
80
円
、
事
業
ご
み
／
10

㌕
に
つ
き
230
円

ご
み
の
搬
入
は
事
前
に
分
別
を

ご
み
の
種
類
ご
と
に
袋
に
入
れ
る
な

ど
、
事
前
に
分
別
し
て
か
ら
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
※
大
量
の
ご
み
の
処
分
に
つ
い

て
、
ご
自
身
で
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
は
、
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
許
可

業
者（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）に
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。
業
者
ご
と
に
料
金
が
異

な
り
ま
す
の
で
、
直
接
、
業
者
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
産
業
廃
棄
物

は
搬
入
で
き
ま
せ
ん
。

■
し
尿
く
み
取
り

生
活
環
境
課
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12
月
30
日
㈬
〜
1
月
3
日
㈰
は
、
し
尿

の
く
み
取
り
は
休
み
で
す
。
年
末
の
問
い

合
わ
せ
は
、
12
月
28
日
㈪
ま
で
に
生
活
環

境
課
へ
お
願
い
し
ま
す
。

年末年始の休館日
リニューアル工事のため休館中
12月26日㈯～1月4日㈪

12月28日㈪～1月4日㈪

12月29日㈫～1月3日㈰

12月30日㈬～1月2日㈯ ※12
月29日㈫、1月3日㈰～1月5日
㈫は17時に閉館します。

12月31日㈭～1月2日㈯

1月1日㈷～1月3日㈰ ※12月
31日㈭は告別式だけ、1月4日
㈪は上尾市・伊奈町に在住の
人を優先します。

施設名
コミュニティセンター
ことぶき荘
イコス上尾
文化センター
図書館・各分館
各公民館
戸崎公園
自然学習館
上平公園テニスコート
平塚公園テニスコート
消費生活センター
瓦葺ふれあい広場
児童館アッピーランド
児童館こどもの城

健康プラザわくわくランド

平方スポーツ広場
平方野球場
平塚サッカー場
市民体育館

上尾伊奈斎場つつじ苑

令和2～3年

年
末
年
始
の

市
の
業
務
と
休
館
日

【主な施設の年末年始の休館日】
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検
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期
間

と
す
る
｢上
尾
市
行
政
改
革
プ
ラ
ン
1.0
｣の

策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
そ

の
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
市
民
コ
メ

ン
ト
制
度
に
基
づ
き
、
意
見
を
募
集
し
ま

す
。
【
計
画（
案
）の
公
表
・
意
見
募
集
期

間
】11
月
30
日
〜
12
月
25
日
㈮
【
計
画

（
案
）・
意
見
書
の
設
置
場
所
】行
政
経
営

課
、
市
役
所
1
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、

各
支
所
・
出
張
所
・
公
民
館

※
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。
�
市
内

に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
【
意
見
な

ど
の
取
り
扱
い
】内
容
を
検
討
し
、
策
定

の
参
考
に
す
る

※
住
所
、
氏
名
な
ど
個

人
が
特
定
で
き
る
箇
所
を
除
き
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。
個
別
に
は
回

答
し
ま
せ
ん
。
【
提
出
方
法
】意
見
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、直
接
か
郵
送（
12

月
25
日
消
印
有
効
）ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、

メ
ー
ル
で
行
政
経
営
課（
〒
362
―

8
5
0
1

本
町
3
―

1
―

1
、
�s50700

@
city.

ageo.lg.jp

）へ

上尾の商工業の発展と、上尾のイメージ
アップのため、令和3年度の｢フレッシュあ
げお｣を募集します。市の｢キラリ☆あげお
ＰＲ大使｣としても活動しています。 �次
の①～③の全てに該当する人①市内に在
住・在勤・在学の令和3年4月1日時点で18
歳以上②1年間（令和3年4月1日～令和4年3
月31日）、上尾商工会議所などの公式行事
など、ＰＲ活動に責任をもって参加できる
③特定の興行会社または他団体と類似契約
をしていない �上尾商工会議所青年部の
ホームページの応募フォームから送信また
は応募用紙（上尾商工会議所にある）に必要
事項を記入し、写真（全身・上半身、各1枚）
を添付して、令和3年1月18日まで（当日消
印有効）に直接または郵送で、上尾商工会
議所青年部（〒362―8703二ツ宮750）へ

上尾商工会議所青年部 �773―3111・�775―9090

2020フレッシュあげお

応募フォーム

年始開始日

1月4日㈪

1月5日㈫

年末最終日

12月28日㈪

12月29日㈫

収集区域

Ａ・Ｂ地区

Ｃ・Ｄ地区

【年末年始のごみの収集】

※詳しくは『上尾市ごみ収集カレン
ダー』を確認してください。

■
市
役
所
、
各
支
所
・
出
張
所

市
役
所

�
7
7
5
―

5
1
1
1

�
7
7
5
―

9
8
1
9

市
役
所
と
平
方
・
原
市
・
大
石
・
上

平
・
大
谷
支
所
、
尾
山
台
・
上
尾
駅
出
張

所
は
12
月
29
日
㈫
〜
1
月
3
日
㈰
は
休
み

で
す
。

●
婚
姻
・
離
婚
・
出
生
・
死
亡
届
な
ど

右
記
の
期
間
中
は
、
市
役
所
北
口
玄
関

の
｢休
日
夜
間
受
付
｣で
受
け
付
け
ま
す
。

こ
の
期
間
中
に
受
け
付
け
た
届
け
出
な
ど

の
確
認
作
業
は
、
1
月
4
日
㈪
か
ら
行
い

ま
す
。

●
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

12
月
29
日
〜
1
月
3
日
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
な
ど
で
の
証
明
書
交
付
が
停
止

と
な
り
ま
す
。

■
上
・
下
水
道管

工
事
業
協
同
組
合
漏
水
対
策
室

�
0
1
2
0
―

7
1
1
―

9
3
0

�
7
7
1
―

7
8
7
8

12
月
29
日
㈫
〜
1
月
3
日
㈰
の
期
間
中

に
、
水
道
の
漏
水
や
公
共
下
水
道
が
詰

ま
っ
た
場
合
な
ど
の
修
理
は
、
管
工
事
業

協
同
組
合
漏
水
対
策
室
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

■
ご
み
の
収
集
・
直
接
搬
入

西
貝
塚
環
境
セ
ン
タ
ー

�
7
8
1
―

9
1
4
1

�
7
8
1
―

9
1
6
6

●
ご
み
の
収
集

年
末
年
始
の
ご
み
の
収
集（
可
燃
ご
み
）

は
左
表
の
と
お
り
で
す
。
ご
み
は
正
し
く

分
別
し
、
収
集
日
の
8
時
ま
で
に
ご
み
集

積
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
※
ご
み
の

量
や
交
通
事
情
の
た
め
、
収
集
時
間
が
変

動
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
ご
み
の
直
接
搬
入

直
接
搬
入
日
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

搬
入
の
際
は
、
係
員
の
指
示
・
誘
導
に

従
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
市
内
で
発
生

し
た
ご
み
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た

め
、
本
人
確
認
が
で
き
る
物（
自
動
車
運

転
免
許
証
な
ど
）を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
搬
入
ま
で
に
、
1
時
間
以
上
か
か
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
【
最
終
搬
入
日
】12
月

23
日
㈬
【
年
始
開
始
日
】1
月
6
日
㈬

【
搬
入
時
間
】㈪
〜
㈮
8
時
45
分
〜
11
時
30

分
、
13
時
〜
16
時
15
分

※
12
月
24
日
㈭

〜
1
月
5
日
㈫
は
、
ご
み
の
直
接
搬
入
は

で
き
ま
せ
ん
。
【
処
理
手
数
料
】家
庭
ご

み
／
10
㌕
に
つ
き
80
円
、
事
業
ご
み
／
10

㌕
に
つ
き
230
円

ご
み
の
搬
入
は
事
前
に
分
別
を

ご
み
の
種
類
ご
と
に
袋
に
入
れ
る
な

ど
、
事
前
に
分
別
し
て
か
ら
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
※
大
量
の
ご
み
の
処
分
に
つ
い

て
、
ご
自
身
で
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
は
、
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
許
可

業
者（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）に
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。
業
者
ご
と
に
料
金
が
異

な
り
ま
す
の
で
、
直
接
、
業
者
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
産
業
廃
棄
物

は
搬
入
で
き
ま
せ
ん
。

■
し
尿
く
み
取
り

生
活
環
境
課

�
7
7
5
―

6
9
4
0

�
7
7
5
―

9
8
7
2

12
月
30
日
㈬
〜
1
月
3
日
㈰
は
、
し
尿

の
く
み
取
り
は
休
み
で
す
。
年
末
の
問
い

合
わ
せ
は
、
12
月
28
日
㈪
ま
で
に
生
活
環

境
課
へ
お
願
い
し
ま
す
。

年末年始の休館日
リニューアル工事のため休館中
12月26日㈯～1月4日㈪

12月28日㈪～1月4日㈪

12月29日㈫～1月3日㈰

12月30日㈬～1月2日㈯ ※12
月29日㈫、1月3日㈰～1月5日
㈫は17時に閉館します。

12月31日㈭～1月2日㈯

1月1日㈷～1月3日㈰ ※12月
31日㈭は告別式だけ、1月4日
㈪は上尾市・伊奈町に在住の
人を優先します。

施設名
コミュニティセンター
ことぶき荘
イコス上尾
文化センター
図書館・各分館
各公民館
戸崎公園
自然学習館
上平公園テニスコート
平塚公園テニスコート
消費生活センター
瓦葺ふれあい広場
児童館アッピーランド
児童館こどもの城

健康プラザわくわくランド

平方スポーツ広場
平方野球場
平塚サッカー場
市民体育館

上尾伊奈斎場つつじ苑

令和2～3年

年
末
年
始
の

市
の
業
務
と
休
館
日

【主な施設の年末年始の休館日】
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県内初の公営屋内50㍍プールを上尾市に！

東京2020オリンピック聖火リレーで使用する
トーチの県内巡回展示が10月6日から始まりまし
た。県内58市町で展示され、来年2月5日㈮まで開
催されます。
市では、巡回展示事業として、市役所ピロティ
で｢東京2020オリンピック聖火リレートーチセレ
モニー｣を開催しました。セレモニーには、東京
2020オリンピック女子20㌔㍍競歩代表に内定して
いる上尾市出身の岡田久美子選手にもお越しいた
だき、本番に向けての抱負を語っていただくなど、
会場を大いに盛り上げていただきました。
また、多くの子どもたちにも本物のトーチをご
覧いただきたいとの私の思いから、市内の全中学
校でのトーチ巡回展示を行いました。限られた時
間ではありましたが、桜ゴールドに輝くトーチを
間近でご覧いただくことで、オリンピックを身近
なものとして体感するとともに、子どもたちの夢

が大きく広がっていくことを期待しています。
市役所で行われた巡回展示は、列が途切れるこ

となく熱気に溢れ、セレモニーと合わせると4，000
人を超える皆様がトーチをご覧になり、東京2020
オリンピック・パラリンピックへの期待が高まっ
ていることを実感しました。
積極的な誘致活動が実を結び、いよいよ来年7

月8日㈭には、市内の旧中山道で聖火リレーが実
施されます。ギリシャ・オリンピアの地で採火さ
れた聖火リレーが実際に行われることを心待ちに
しています。
今後も世界的なスポーツの祭典を市民の皆様と

一緒に市全体で盛り上げていくとともに、夢と希
望をもっていただける事業を展開していけるよう
努めてまいります。

～水泳で得られる効果はどんなもの？～
市では、埼玉県が整備に向けて検討を進めている公

営の屋内50㍍プールとスポーツ科学拠点施設の誘致の
実現に向けて要望活動を行っています。この施設が上
尾市に整備されると、地域の皆さんが充実した施設を
健康増進や体力向上の場としても活用できると考えま
す。
そこで今回は、水泳やプールでの水中運動における

効果について紹介します。水泳や水中運動は、日常生
活ではあまり動かすことのない筋肉を使うため、陸上
での運動とは違った効果が期待できます。空気よりも
熱伝導率が高い水中では、体温を維持するために代謝
が活発になります。体温よりも低い温度に設定されて
いるプールでは、体温を上げるためにエネルギーが必
要となり、陸上の運動と比べて消費カロリーが多くな
ります。泳ぎが苦手な人でも水中ウオーキングやアク
アビクスなどの有酸素運動を行うことで筋力アップ、

循環器能力や心肺機能の向上、体脂肪燃焼が効率的に
期待できる効果的なエクササイズとなります。また、
リラクゼーション効果があり、ストレスを軽減する効
果も期待できます。
水中では、普段の6分の1から10分の1程度の体重負

荷で運動を行うことができることから、加重負荷が軽
減され、運動傷害の予防や疾病によるリハビリにも対
応できます。水中での有酸素運動は健康増進、運動機
能の改善のために、子どもから高齢者、アスリートま
でさまざまな目的に対応できる万能スポーツです。

岡田選手を招いて盛大に開催さ
れたセレモニー

スポーツ振興課 �781―8112・�775―6608

全中学校で行われた巡回展示の様子東京2020オリンピック聖火リレートーチ巡回展示

歳
末
火
災
特
別
警
戒

12
月
25
日
㈮
〜
31
日
㈭

予
防
課

�
7
7
5
―

1
3
1
4

�
7
7
5
―

2
2
3
0

「
そ
の
火
事
を

防
ぐ
あ
な
た
に

金

メ
ダ
ル
」を
統
一
標
語
に
、
消
防
本
部
、
各

消
防
署
・
消
防
団
で
は
、
歳
末
火
災
特
別

警
戒
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
運
動
は
火
災

多
発
期
の
年
の
瀬
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

市
民
一
人
一
人
に
防
火
意
識
を
高
め
て
も

ら
い
、
火
災
の
発
生
を
防
ぐ
目
的
で
行
う

も
の
で
す
。
期
間
中
は
、
横
断
幕
を
市
内

各
所
に
設
置
し
、
消
防
車
で
火
災
予
防
広

報
を
行
い
ま
す
。

大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
、
住
宅
火
災

の
早
期
発
見
に
有
効
な
｢住
宅
用
火
災
警

報
器
｣を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
10
年
を

目
安
に
交
換
を
す
る
な
ど
適
切
に
維
持
管

理
を
し
ま
し
ょ
う
。

年
末
年
始
特
別
警
戒
取
り
締
ま
り

上
尾
警
察
署

�
・
�
7
7
3
―

0
1
1
0

上
尾
警
察
署
で
は
、
年
末
年
始
を
安
心

し
て
過
ご
せ
る
よ
う
、
警
察
力
を
結
集
し

て
犯
罪
の
予
防
、
警
戒
と
取
り
締
ま
り
活

動
を
強
化
し
ま
す
。
同
署
管
内
で
は
特
殊

詐
欺
被
害
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
防
犯
機

能
付
き
電
話
機
を
設
置
し
た
り
、
年
末
年

始
の
帰
省
時
に
振
り
込
め
詐
欺
に
つ
い
て

家
族
で
話
し
合
っ
た
り
し
て
、
詐
欺
被
害

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
年
末
年
始
に

は
、
留
守
を
狙
っ
た
空
き
巣
被
害
が
多
発

す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
外
出
時
は
確
実

に
施
錠
す
る
な
ど
防
犯
対
策
を
行
い
、
犯

罪
の
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け

ま
し
ょ
う
。

令
和
3
・
4
年
度

上
尾
市
少
額
等
随
意
契
約
希
望
者

登
録
申
請
の
受
け
付
け

契
約
検
査
課
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市
が
発
注
す
る
工
事
請
負
、物
品
購
入
、

業
務
委
託
契
約
の
う
ち
、｢少
額
で
内
容
が

軽
易
な
契
約
｣を
希
望
す
る
事
業
者
な
ど

の
登
録
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
�
令

和
3
年
1
月
4
日
㈪
〜
2
月
12
日
㈮

�

本
店
が
市
内
に
あ
り
、
県
電
子
入
札
共
同

シ
ス
テ
ム
の
令
和
3
・
4
年
度
競
争
入
札

参
加
資
格
者
名
簿
に
登
録
す
る
予
定
の
な

い
事
業
者

�
申
請
書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）に
必
要
事
項
を

記
入
し
、関
係
書
類
を
添
付
し
て
郵
送（
令

和
3
年
2
月
12
日
消
印
有
効
）で
契
約
検

査
課（
〒
362
―

8
5
0
1
本
町
3
―

1
―

1
）

へ

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
の
｢令
和
3
・
4
年
度
上
尾
市
少
額

等
随
意
契
約
希
望
者
登
録
申
請
の
手
引

き
｣を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

自
然
学
習
館

ち
ょ
こ
っ
と
か
い
ぼ
り
祭
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

み
ど
り
公
園
課
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昨
年
度
の
上
尾
丸
山
公
園
大
か
い
ぼ
り

祭
に
続
い
て
、
今
年
度
は
自
然
学
習
館
の

小
さ
な
ビ
オ
ト
ー
プ
池
を
か
い
ぼ
り
し
ま

す
。
こ
の
か
い
ぼ
り
で
｢魚
類
捕
獲（
外
来

種
は
駆
除
）｣と
泥
か
き
や
水
草
刈
り
な
ど

の
｢湿
地
整
備
｣の
両
方
に
携
わ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
�【
魚
類
捕

獲
】令
和
3
年
1
月
9
日
㈯
13
〜
16
時
・

11
日
㈷
9
時
30
分
〜
16
時
【
湿
地
整
備
】

2
月
11
日
㈷
・
14
日
㈰
9
時
30
分
〜
16
時

�
上
尾
丸
山
公
園

�
水
を
抜
い
た
池
に

入
り
、
魚
類
な
ど
を
捕
獲
す
る
。
池
干
し

中
に
は
水
草
刈
り
や
池
底
の
泥
を
取
り
除

き
、
在
来
種
の
生
息
環
境
を
整
備
す
る

�
4
日
間
全
て
に
参
加
で
き
る
小
学
生
以

上

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
で
す
。

�
120
円

�
30
人（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）
�
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
、
長

靴
、
バ
ケ
ツ
や
タ
モ
網（
持
っ
て
い
る
人

だ
け
）
�
12
月
27
日
㈰
ま
で
に
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
応
募
フ
ォ
ー
ム
か
ら
送
信
ま

た
は
参
加
者
全
員
の
氏
名
、住
所
、電
話
番

号
、
年
齢
を
電
話（
㈯
㈰
㈷
を
除
く
10
〜

19
時
）ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
生
態
工
房（
�
・
�
0
4
2
2
―

27
―

5
6
3
4
）へ

上
尾
丸
山
公
園
の

大
池
の
天
日
干
し

み
ど
り
公
園
課

�
7
7
5
―

8
1
2
9

�
7
7
5
―

9
9
0
6

昨
年
度
、
か
い
ぼ
り
を
行
っ
た
上
尾
丸

山
公
園
の
大
池
で
は
、
水
質
改
善
の
た
め

に
在
来
種
の
自
然
再
生
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
池
底
の
泥
に
眠
っ
て
い
る
埋
土
種

子
の
発
芽
を
促
す
た
め
に
、
今
年
度
も
池

の
天
日
干
し
を
行
い
ま
す（
魚
類
捕
獲
イ

ベ
ン
ト
は
行
い
ま
せ
ん
）。
12
月
か
ら
池

の
水
を
抜
き
始
め
、
来
年
の
3
月
ま
で
池

底
の
泥
を
日
光
に
さ
ら
し
ま
す
。
今
後
も

上
尾
丸
山
公
園
の
水
辺
の
再
生
に
努
め
て

い
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
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県内初の公営屋内50㍍プールを上尾市に！

東京2020オリンピック聖火リレーで使用する
トーチの県内巡回展示が10月6日から始まりまし
た。県内58市町で展示され、来年2月5日㈮まで開
催されます。
市では、巡回展示事業として、市役所ピロティ
で｢東京2020オリンピック聖火リレートーチセレ
モニー｣を開催しました。セレモニーには、東京
2020オリンピック女子20㌔㍍競歩代表に内定して
いる上尾市出身の岡田久美子選手にもお越しいた
だき、本番に向けての抱負を語っていただくなど、
会場を大いに盛り上げていただきました。
また、多くの子どもたちにも本物のトーチをご
覧いただきたいとの私の思いから、市内の全中学
校でのトーチ巡回展示を行いました。限られた時
間ではありましたが、桜ゴールドに輝くトーチを
間近でご覧いただくことで、オリンピックを身近
なものとして体感するとともに、子どもたちの夢

が大きく広がっていくことを期待しています。
市役所で行われた巡回展示は、列が途切れるこ

となく熱気に溢れ、セレモニーと合わせると4，000
人を超える皆様がトーチをご覧になり、東京2020
オリンピック・パラリンピックへの期待が高まっ
ていることを実感しました。
積極的な誘致活動が実を結び、いよいよ来年7

月8日㈭には、市内の旧中山道で聖火リレーが実
施されます。ギリシャ・オリンピアの地で採火さ
れた聖火リレーが実際に行われることを心待ちに
しています。
今後も世界的なスポーツの祭典を市民の皆様と

一緒に市全体で盛り上げていくとともに、夢と希
望をもっていただける事業を展開していけるよう
努めてまいります。

～水泳で得られる効果はどんなもの？～
市では、埼玉県が整備に向けて検討を進めている公

営の屋内50㍍プールとスポーツ科学拠点施設の誘致の
実現に向けて要望活動を行っています。この施設が上
尾市に整備されると、地域の皆さんが充実した施設を
健康増進や体力向上の場としても活用できると考えま
す。
そこで今回は、水泳やプールでの水中運動における

効果について紹介します。水泳や水中運動は、日常生
活ではあまり動かすことのない筋肉を使うため、陸上
での運動とは違った効果が期待できます。空気よりも
熱伝導率が高い水中では、体温を維持するために代謝
が活発になります。体温よりも低い温度に設定されて
いるプールでは、体温を上げるためにエネルギーが必
要となり、陸上の運動と比べて消費カロリーが多くな
ります。泳ぎが苦手な人でも水中ウオーキングやアク
アビクスなどの有酸素運動を行うことで筋力アップ、

循環器能力や心肺機能の向上、体脂肪燃焼が効率的に
期待できる効果的なエクササイズとなります。また、
リラクゼーション効果があり、ストレスを軽減する効
果も期待できます。
水中では、普段の6分の1から10分の1程度の体重負

荷で運動を行うことができることから、加重負荷が軽
減され、運動傷害の予防や疾病によるリハビリにも対
応できます。水中での有酸素運動は健康増進、運動機
能の改善のために、子どもから高齢者、アスリートま
でさまざまな目的に対応できる万能スポーツです。

岡田選手を招いて盛大に開催さ
れたセレモニー

スポーツ振興課 �781―8112・�775―6608

全中学校で行われた巡回展示の様子東京2020オリンピック聖火リレートーチ巡回展示

歳
末
火
災
特
別
警
戒

12
月
25
日
㈮
〜
31
日
㈭

予
防
課

�
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5
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1
3
1
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�
7
7
5
―

2
2
3
0

「
そ
の
火
事
を

防
ぐ
あ
な
た
に

金

メ
ダ
ル
」を
統
一
標
語
に
、
消
防
本
部
、
各

消
防
署
・
消
防
団
で
は
、
歳
末
火
災
特
別

警
戒
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
運
動
は
火
災

多
発
期
の
年
の
瀬
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

市
民
一
人
一
人
に
防
火
意
識
を
高
め
て
も

ら
い
、
火
災
の
発
生
を
防
ぐ
目
的
で
行
う

も
の
で
す
。
期
間
中
は
、
横
断
幕
を
市
内

各
所
に
設
置
し
、
消
防
車
で
火
災
予
防
広

報
を
行
い
ま
す
。

大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
、
住
宅
火
災

の
早
期
発
見
に
有
効
な
｢住
宅
用
火
災
警

報
器
｣を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
10
年
を

目
安
に
交
換
を
す
る
な
ど
適
切
に
維
持
管

理
を
し
ま
し
ょ
う
。

年
末
年
始
特
別
警
戒
取
り
締
ま
り

上
尾
警
察
署

�
・
�
7
7
3
―

0
1
1
0

上
尾
警
察
署
で
は
、
年
末
年
始
を
安
心

し
て
過
ご
せ
る
よ
う
、
警
察
力
を
結
集
し

て
犯
罪
の
予
防
、
警
戒
と
取
り
締
ま
り
活

動
を
強
化
し
ま
す
。
同
署
管
内
で
は
特
殊

詐
欺
被
害
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
防
犯
機

能
付
き
電
話
機
を
設
置
し
た
り
、
年
末
年

始
の
帰
省
時
に
振
り
込
め
詐
欺
に
つ
い
て

家
族
で
話
し
合
っ
た
り
し
て
、
詐
欺
被
害

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
年
末
年
始
に

は
、
留
守
を
狙
っ
た
空
き
巣
被
害
が
多
発

す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
外
出
時
は
確
実

に
施
錠
す
る
な
ど
防
犯
対
策
を
行
い
、
犯

罪
の
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け

ま
し
ょ
う
。
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和
3
・
4
年
度
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市
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額
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意
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検
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市
が
発
注
す
る
工
事
請
負
、物
品
購
入
、

業
務
委
託
契
約
の
う
ち
、｢少
額
で
内
容
が

軽
易
な
契
約
｣を
希
望
す
る
事
業
者
な
ど

の
登
録
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
�
令

和
3
年
1
月
4
日
㈪
〜
2
月
12
日
㈮

�

本
店
が
市
内
に
あ
り
、
県
電
子
入
札
共
同

シ
ス
テ
ム
の
令
和
3
・
4
年
度
競
争
入
札

参
加
資
格
者
名
簿
に
登
録
す
る
予
定
の
な

い
事
業
者

�
申
請
書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）に
必
要
事
項
を

記
入
し
、関
係
書
類
を
添
付
し
て
郵
送（
令

和
3
年
2
月
12
日
消
印
有
効
）で
契
約
検

査
課（
〒
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8
5
0
1
本
町
3
―
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―

1
）

へ

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
の
｢令
和
3
・
4
年
度
上
尾
市
少
額

等
随
意
契
約
希
望
者
登
録
申
請
の
手
引

き
｣を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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昨
年
度
の
上
尾
丸
山
公
園
大
か
い
ぼ
り

祭
に
続
い
て
、
今
年
度
は
自
然
学
習
館
の

小
さ
な
ビ
オ
ト
ー
プ
池
を
か
い
ぼ
り
し
ま

す
。
こ
の
か
い
ぼ
り
で
｢魚
類
捕
獲（
外
来

種
は
駆
除
）｣と
泥
か
き
や
水
草
刈
り
な
ど

の
｢湿
地
整
備
｣の
両
方
に
携
わ
る
ボ
ラ
ン
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ま
す
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1
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13
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16
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・
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〜
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湿
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2
月
11
日
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14
日
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30
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時
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丸
山
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園

�
水
を
抜
い
た
池
に

入
り
、
魚
類
な
ど
を
捕
獲
す
る
。
池
干
し

中
に
は
水
草
刈
り
や
池
底
の
泥
を
取
り
除

き
、
在
来
種
の
生
息
環
境
を
整
備
す
る

�
4
日
間
全
て
に
参
加
で
き
る
小
学
生
以

上

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
で
す
。

�
120
円

�
30
人（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）
�
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
、
長

靴
、
バ
ケ
ツ
や
タ
モ
網（
持
っ
て
い
る
人

だ
け
）
�
12
月
27
日
㈰
ま
で
に
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
応
募
フ
ォ
ー
ム
か
ら
送
信
ま

た
は
参
加
者
全
員
の
氏
名
、住
所
、電
話
番

号
、
年
齢
を
電
話（
㈯
㈰
㈷
を
除
く
10
〜

19
時
）ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
生
態
工
房（
�
・
�
0
4
2
2
―

27
―

5
6
3
4
）へ

上
尾
丸
山
公
園
の

大
池
の
天
日
干
し

み
ど
り
公
園
課
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�
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―

9
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昨
年
度
、
か
い
ぼ
り
を
行
っ
た
上
尾
丸

山
公
園
の
大
池
で
は
、
水
質
改
善
の
た
め

に
在
来
種
の
自
然
再
生
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
池
底
の
泥
に
眠
っ
て
い
る
埋
土
種

子
の
発
芽
を
促
す
た
め
に
、
今
年
度
も
池

の
天
日
干
し
を
行
い
ま
す（
魚
類
捕
獲
イ

ベ
ン
ト
は
行
い
ま
せ
ん
）。
12
月
か
ら
池

の
水
を
抜
き
始
め
、
来
年
の
3
月
ま
で
池

底
の
泥
を
日
光
に
さ
ら
し
ま
す
。
今
後
も

上
尾
丸
山
公
園
の
水
辺
の
再
生
に
努
め
て

い
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
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市ホームページ

〒
ア
ッ
ピ
ー

第
6
期
上
尾
市
障
害
福
祉
計
画
・

第
2
期
上
尾
市
障
害
児
福
祉

計
画（
案
）へ
の
意
見
を
募
集

障
害
福
祉
課

�
7
7
5
―

5
3
1
5

�
7
7
6
―

8
8
7
2

障
害
者
の
日
常
生
活
、
就
労
や
相
談
支

援
な
ど
、
障
害
児
の
療
育
や
相
談
支
援
な

ど
に
関
す
る
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制

を
確
保
す
る
た
め
、
｢第
6
期
上
尾
市
障

害
福
祉
計
画
・
第
2
期
上
尾
市
障
害
児
福

祉
計
画
｣を
策
定
し
ま
す
。
こ
の
た
び
、
そ

の
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
市
民
コ
メ

ン
ト
制
度
に
基
づ
き
、
意
見
を
募
集
し
ま

す
。
【
計
画（
案
）の
公
表
・
意
見
募
集
期

間
】12
月
18
日
㈮
〜
令
和
3
年
1
月
19
日

㈫（
㈰
を
除
く
）
【
計
画（
案
）・
意
見
書

の
設
置
場
所
】障
害
福
祉
課
、
市
役
所
1

階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、各
支
所
・
出
張
所

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

�
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
【
意

見
な
ど
の
取
り
扱
い
】内
容
を
検
討
し
、策

定
の
参
考
に
す
る

※
住
所
・
氏
名
な
ど

個
人
が
特
定
で
き
る
箇
所
を
除
き
、意
見

の
内
容
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま

す
。
個
別
に
は
回
答
し
ま
せ
ん
。
【
提
出

方
法
】意
見
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

直
接
か
郵
送（
令
和
3
年
1
月
19
日
消
印

有
効
）ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
障

害
福
祉
課（
〒
362
―

8
5
0
1
本
町
3
―

1
―

1
、
�s175000

@
city.ageo.lg.jp)

へ

｢外
国
人
住
民
と
の
共
生
｣の

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を

市
民
協
働
推
進
課
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4
5
9
7

�
7
7
5
―

0
0
0
7

｢上
尾
市
多
文
化
共
生
推
進
計
画
｣を
作

成
す
る
た
め
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
ま
す
。
【
回
答
期
間
】12
月
1
日
㈫
〜

令
和
3
年
1
月
10
日
㈰
【
回
答
方
法
】市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
解
答
用
紙（
市
民

協
働
推
進
課
に
あ
る
）に
記
入
し
て
、
直

接
ま
た
は
郵
送（
令
和
3
年
1
月
10
日
消

印
有
効
）で
市
民
協
働
推
進
課（
〒
362
―

8

5
0
1
本
町
3
―

1
―

1
）へ

※
外
国
人

市
民
に
は
別
途
郵
送
し
ま
す
。

上
尾
富
士
見
団
地
地
区
・

地
頭
方
地
区
の
都
市
計
画
案

の
縦
覧
と
意
見
書
の
受
け
付
け

都
市
計
画
課

�
7
7
5
―

7
6
2
9

�
7
7
5
―

9
9
0
6

都
市
計
画
法
第
17
条
第
1
項
・
第
2
項

の
規
定
に
よ
り
、
上
尾
富
士
見
団
地
地
区

（
富
士
見
一
丁
目
・
二
丁
目
の
各
一
部
）と

地
頭
方
地
区（
大
字
地
頭
方
、
大
字
壱
丁

目
、
大
字
堤
崎
の
各
一
部
）の
都
市
計
画

の
変
更
に
係
る
案
の
縦
覧
と
意
見
書
を
受

け
付
け
ま
す
。
�
①
準
防
火
地
域
の
変

更（
地
頭
方
地
区
）②
地
区
計
画
の
変
更

（
上
尾
富
士
見
団
地
地
区
、
地
頭
方
地
区
）

●
案
の
縦
覧

�
12
月
7
日
㈪
〜
21
日
㈪

�
都
市
計
画
課

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
ま
す
。
●
意
見
書
の
提
出

�
市
内
に
在
住
の
人
ま
た
は
利
害
関
係
人

【
提
出
方
法
】意
見
書（
都
市
計
画
課
に
あ

る
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
可
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
直

接
ま
た
は
郵
送（
21
日
消
印
有
効
）で
都
市

計
画
課（
〒
362
―

8
5
0
1
本
町
3
―

1
―

1
）へ

第
8
期
上
尾
市
高
齢
者
福
祉

計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画（
案
）

へ
の
意
見
を
募
集

高
齢
介
護
課

�
7
7
5
―

4
9
5
4

�
7
7
6
―

8
8
7
2

高
齢
者
の
福
祉
や
介
護
保
険
に
関
す
る

施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
、
3
年

を
1
期
と
す
る
｢第
8
期
上
尾
市
高
齢
者

福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
｣を
策

定
し
ま
す
。
こ
の
た
び
、
そ
の
案
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
の
で
市
民
コ
メ
ン
ト
制
度
に

基
づ
き
、
意
見
を
募
集
し
ま
す
。
【
計
画

（
案
）の
公
表
・
意
見
募
集
期
間
】12
月
21

日
㈪
〜
令
和
3
年
1
月
22
日
㈮
【
計
画

（
案
）・
意
見
書
の
設
置
場
所
】高
齢
介
護

課
、
市
役
所
1
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、

各
支
所
・
出
張
所
・
公
民
館

※
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。
�
市
内

に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
【
意
見
な

ど
の
取
り
扱
い
】内
容
を
検
討
し
、
策
定

の
参
考
に
す
る

※
住
所
・
氏
名
な
ど
個

人
が
特
定
で
き
る
箇
所
を
除
き
、
意
見
の

内
容
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま

す
。
個
別
に
は
回
答
し
ま
せ
ん

【
提
出

方
法
】意
見
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

直
接
か
郵
送（
令
和
3
年
1
月
22
日
消
印

有
効
）ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
高

齢
介
護
課（
〒
362
―

8
5
0
1
本
町
3
―

1
―

1
、
�s176700

@
city.ageo.lg.jp

）へ

第
3
次
上
尾
市
人
材
育
成

基
本
方
針（
案
）へ
の
意
見
を
募
集

職
員
課

�
7
7
5
―

5
0
1
4

�
7
7
5
―

9
8
1
9

長
期
的
か
つ
総
合
的
な
観
点
か
ら
、
時

代
の
要
請
に
応
え
う
る
職
員
の
育
成
に
取

り
組
む
た
め
｢第
3
次
上
尾
市
人
材
育
成

基
本
方
針
｣を
策
定
し
ま
す
。
こ
の
た

び
、
そ
の
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
市

民
コ
メ
ン
ト
制
度
に
基
づ
き
、
意
見
を
募

集
し
ま
す
。
【
基
本
方
針（
案
）の
公
表
・

意
見
募
集
期
間
】12
月
25
日
㈮
〜
令
和
3

年
1
月
25
日
㈪
【
基
本
方
針（
案
）・
意

見
書
の
設
置
場
所
】職
員
課
、
市
役
所
1

階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
各
支
所
・
出
張

所
・
公
民
館

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
ま
す
。
�
市
内
に
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
人
【
意
見
な
ど
の
取
り
扱
い
】内

容
を
検
討
し
、
策
定
の
参
考
に
す
る

※

住
所
、
氏
名
な
ど
個
人
が
特
定
で
き
る
箇

所
を
除
き
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し

ま
す
。
個
別
に
は
回
答
し
ま
せ
ん
。
【
提

出
方
法
】意
見
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
直
接
か
郵
送（
令
和
3
年
1
月
25
日

消
印
有
効
）ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、メ
ー
ル
で

職
員
課（
〒
362
―

8
5
0
1
本
町
3
―

1
―

1
、
�s102000

@
city.ageo.lg.jp

）へ

上
尾
市
国
民
保
護
計
画（
案
）へ
の

意
見
を
募
集

危
機
管
理
防
災
課

�
7
7
5
―

5
1
4
0

�
7
7
5
―

9
9
2
7

武
力
攻
撃
事
態
な
ど
に
お
い
て
、
住
民

を
迅
速
に
避
難
さ
せ
、
救
援
す
る
た
め
、

平
成
19
年
2
月
に
策
定
し
た
｢上
尾
市
国

民
保
護
計
画
｣を
改
定
し
ま
す
。
こ
の
た

び
、
そ
の
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、

市
民
コ
メ
ン
ト
制
度
に
基
づ
き
、
意
見
を

募
集
し
ま
す
。
【
計
画（
案
）の
公
表
・
意

見
募
集
期
間
】12
月
1
日
㈫
〜
28
日
㈪（
㈰

を
除
く
）
【
計
画（
案
）・
意
見
書
の
設
置

場
所
】危
機
管
理
防
災
課
、
市
役
所
1
階

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。
�
市
内
に
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
人
ま
た
は
計
画
に
利

害
関
係
を
有
す
る
人
【
意
見
な
ど
の
取

り
扱
い
】内
容
を
検
討
し
、
改
定
の
参
考

に
す
る

※
住
所
、
氏
名
な
ど
個
人
が
特

定
で
き
る
箇
所
を
除
き
、
意
見
の
内
容
を

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。
個
別

に
は
回
答
し
ま
せ
ん
。
【
提
出
方
法
】意

見
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
直
接
か

郵
送（
28
日
消
印
有
効
）ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
、メ
ー
ル
で
危
機
管
理
防
災
課（
〒
362
―

8
5
0
1
本
町
3
―

1
―

1
、
�s105000

@
city.ageo.lg.jp

）へ

上
平
地
区
複
合
施
設
基
本
構
想

（
案
）へ
の
意
見
を
募
集

施
設
課

�
7
7
5
―

5
1
1
5

�
7
7
5
―

9
8
1
9

上
平
地
区
複
合
施
設
と
は
、
新
図
書
館

複
合
施
設
整
備
事
業
の
見
直
し
に
伴
い
、

上
平
地
区
の
土
地
に
新
た
に
建
設
す
る
こ

と
と
な
っ
た
施
設
で
す
。
こ
の
た
び
、
そ

の
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
市
民
コ

メ
ン
ト
制
度
に
基
づ
き
、
意
見
を
募
集
し

ま
す
。
【
基
本
構
想（
案
）の
公
表
・
意
見

募
集
期
間
】12
月
1
日
㈫
〜
28
日
㈪
【
基

本
構
想（
案
）・
意
見
書
の
設
置
場
所
】施

設
課
、市
役
所
1
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、

各
支
所
・
出
張
所
・
公
民
館

※
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。
�
市
内

に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
【
意
見
な

ど
の
取
り
扱
い
】内
容
を
検
討
し
、
策
定

の
参
考
に
す
る

※
住
所
、
氏
名
な
ど
個

人
が
特
定
で
き
る
箇
所
を
除
き
、
意
見
の

内
容
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま

す
。
個
別
に
は
回
答
し
ま
せ
ん
。
【
提
出

方
法
】意
見
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

直
接
か
郵
送（
28
日
消
印
有
効
）ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
施
設
課（
〒
362
―

8

5
0
1
本
町
3
―

1
―

1
、
�s58000

@
ci

ty.ageo.lg.jp

）へ

特
別
障
害
者
手
当
・

障
害
児
福
祉
手
当
・

重
度
心
身
障
害
者
福
祉
手
当

障
害
福
祉
課

�
7
7
5
―

5
1
2
3

�
7
7
6
―

8
8
7
2

①
特
別
障
害
者
手
当

�
市
内
に
住
所
が

あ
り
、
障
害
基
礎
年
金
1
級
程
度
の
障
害

が
重
複
す
る
な
ど
、
身
体
や
精
神
の
著
し

い
重
度
の
障
害
に
よ
り
、
日
常
生
活
で
常

時
特
別
の
介
護
が
必
要
な
状
態
と
認
め
ら

れ
る
20
歳
以
上
の
人（
施
設
入
所
中
や
3

カ
月
を
超
え
て
入
院
し
て
い
る
人
を
除

く
）
【
支
給
額
】月
額
2
万
7
、3
5
0
円

（
所
得
制
限
あ
り
）

②
障
害
児
福
祉
手
当

�
市
内
に
住
所
が

あ
り
、
20
歳
未
満
で
次
の
⑴
〜
⑶
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人（
施
設
入
所
中
や
障

害
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金
を
受
給
し
て

い
る
人
を
除
く
）⑴
身
体
障
害
者
手
帳
1

級
の
一
部
ま
た
は
2
級
の
一
部
⑵
療
育
手

帳
Ⓐ
相
当
⑶
精
神
障
害
、
血
液
疾
患
な
ど

で
⑴
⑵
と
同
程
度
の
障
害
が
あ
る
【
支

給
額
】月
額
1
万
4
、8
8
0
円（
所
得
制

限
あ
り
）

③
重
度
心
身
障
害
者
福
祉
手
当

�
市
内

に
住
所
が
あ
り
、
次
の
⑴
〜
⑸
の
い
ず
れ

か
の
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
人
⑴
身
体
障

害
者
手
帳
1
・
2
級
⑵
療
育
手
帳
Ⓐ
・
Ａ

⑶
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1
級
⑷
療

育
手
帳
Ｂ
⑸
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

2
級
【
支
給
額
】⑴
〜
⑶
／
月
額
5
千

円
、
⑷
⑸
／
月
額
2
、5
0
0
円

※
特

別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
を
受

給
中
の
人
、
65
歳
以
上
で
新
規
に
障
害
者

手
帳
を
取
得
し
た
人
を
除
き
ま
す（
障
害

児
福
祉
手
当
受
給
者
の
う
ち
、
20
歳
未
満

で
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
ま
た
は
2
級
と

併
せ
て
療
育
手
帳
Ⓐ
ま
た
は
Ａ
を
所
持
し

て
い
る
人
は
対
象
に
な
り
ま
す
）。
※
受

給
者
本
人
に
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る

と
き
、
ま
た
は
施
設
に
入
所
し
て
い
る
と

き
は
支
給
停
止
に
な
り
ま
す
。

●
①
〜
③
共
通

手
続
き
方
法
は
障
害
福

祉
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
※

現
在
受
給
資
格
の
あ
る
人
は
、
手
続
き
は

不
要
で
す
。

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

人
権
男
女
共
同
参
画
課

�
7
7
5
―

5
1
1
7

�
7
7
8
―

5
1
1
2

12
月
10
〜
16
日
は
｢北
朝
鮮
人
権
侵
害

問
題
啓
発
週
間
｣で
す
。
北
朝
鮮
に
よ
る

拉
致
問
題
の
解
決
に
は
、
｢拉
致
は
許
さ

な
い
｣と
い
う
市
民
一
人
一
人
の
声
が
大

き
な
力
に
な
り
ま
す
。こ
の
週
間
を
機
に
、

拉
致
問
題
へ
の
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

8



在
学
の
人
【
意
見
な
ど
の
取
り
扱
い
】内

容
を
検
討
し
、
策
定
の
参
考
に
す
る

※

住
所
、
氏
名
な
ど
個
人
が
特
定
で
き
る
箇

所
を
除
き
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し

ま
す
。
個
別
に
は
回
答
し
ま
せ
ん
。
【
提

出
方
法
】意
見
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
直
接
か
郵
送（
令
和
3
年
1
月
25
日

消
印
有
効
）ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、メ
ー
ル
で

職
員
課（
〒
362
―

8
5
0
1
本
町
3
―

1
―

1
、
�s102000

@
city.ageo.lg.jp

）へ

上
尾
市
国
民
保
護
計
画（
案
）へ
の

意
見
を
募
集

危
機
管
理
防
災
課

�
7
7
5
―

5
1
4
0

�
7
7
5
―

9
9
2
7

武
力
攻
撃
事
態
な
ど
に
お
い
て
、
住
民

を
迅
速
に
避
難
さ
せ
、
救
援
す
る
た
め
、

平
成
19
年
2
月
に
策
定
し
た
｢上
尾
市
国

民
保
護
計
画
｣を
改
定
し
ま
す
。
こ
の
た

び
、
そ
の
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、

市
民
コ
メ
ン
ト
制
度
に
基
づ
き
、
意
見
を

募
集
し
ま
す
。
【
計
画（
案
）の
公
表
・
意

見
募
集
期
間
】12
月
1
日
㈫
〜
28
日
㈪（
㈰

を
除
く
）
【
計
画（
案
）・
意
見
書
の
設
置

場
所
】危
機
管
理
防
災
課
、
市
役
所
1
階

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。
�
市
内
に
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
人
ま
た
は
計
画
に
利

害
関
係
を
有
す
る
人
【
意
見
な
ど
の
取

り
扱
い
】内
容
を
検
討
し
、
改
定
の
参
考

に
す
る

※
住
所
、
氏
名
な
ど
個
人
が
特

定
で
き
る
箇
所
を
除
き
、
意
見
の
内
容
を

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。
個
別

に
は
回
答
し
ま
せ
ん
。
【
提
出
方
法
】意

見
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
直
接
か

郵
送（
28
日
消
印
有
効
）ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
、メ
ー
ル
で
危
機
管
理
防
災
課（
〒
362
―

8
5
0
1
本
町
3
―

1
―

1
、
�s105000

@
city.ageo.lg.jp

）へ

上
平
地
区
複
合
施
設
基
本
構
想

（
案
）へ
の
意
見
を
募
集

施
設
課

�
7
7
5
―

5
1
1
5

�
7
7
5
―

9
8
1
9

上
平
地
区
複
合
施
設
と
は
、
新
図
書
館

複
合
施
設
整
備
事
業
の
見
直
し
に
伴
い
、

上
平
地
区
の
土
地
に
新
た
に
建
設
す
る
こ

と
と
な
っ
た
施
設
で
す
。
こ
の
た
び
、
そ

の
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
市
民
コ

メ
ン
ト
制
度
に
基
づ
き
、
意
見
を
募
集
し

ま
す
。
【
基
本
構
想（
案
）の
公
表
・
意
見

募
集
期
間
】12
月
1
日
㈫
〜
28
日
㈪
【
基

本
構
想（
案
）・
意
見
書
の
設
置
場
所
】施

設
課
、市
役
所
1
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、

各
支
所
・
出
張
所
・
公
民
館

※
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。
�
市
内

に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
【
意
見
な

ど
の
取
り
扱
い
】内
容
を
検
討
し
、
策
定

の
参
考
に
す
る

※
住
所
、
氏
名
な
ど
個

人
が
特
定
で
き
る
箇
所
を
除
き
、
意
見
の

内
容
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま

す
。
個
別
に
は
回
答
し
ま
せ
ん
。
【
提
出

方
法
】意
見
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

直
接
か
郵
送（
28
日
消
印
有
効
）ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
施
設
課（
〒
362
―

8

5
0
1
本
町
3
―

1
―

1
、
�s58000

@
ci

ty.ageo.lg.jp

）へ

特
別
障
害
者
手
当
・

障
害
児
福
祉
手
当
・

重
度
心
身
障
害
者
福
祉
手
当

障
害
福
祉
課

�
7
7
5
―

5
1
2
3

�
7
7
6
―

8
8
7
2

①
特
別
障
害
者
手
当

�
市
内
に
住
所
が

あ
り
、
障
害
基
礎
年
金
1
級
程
度
の
障
害

が
重
複
す
る
な
ど
、
身
体
や
精
神
の
著
し

い
重
度
の
障
害
に
よ
り
、
日
常
生
活
で
常

時
特
別
の
介
護
が
必
要
な
状
態
と
認
め
ら

れ
る
20
歳
以
上
の
人（
施
設
入
所
中
や
3

カ
月
を
超
え
て
入
院
し
て
い
る
人
を
除

く
）
【
支
給
額
】月
額
2
万
7
、3
5
0
円

（
所
得
制
限
あ
り
）

②
障
害
児
福
祉
手
当

�
市
内
に
住
所
が

あ
り
、
20
歳
未
満
で
次
の
⑴
〜
⑶
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人（
施
設
入
所
中
や
障

害
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金
を
受
給
し
て

い
る
人
を
除
く
）⑴
身
体
障
害
者
手
帳
1

級
の
一
部
ま
た
は
2
級
の
一
部
⑵
療
育
手

帳
Ⓐ
相
当
⑶
精
神
障
害
、
血
液
疾
患
な
ど

で
⑴
⑵
と
同
程
度
の
障
害
が
あ
る
【
支

給
額
】月
額
1
万
4
、8
8
0
円（
所
得
制

限
あ
り
）

③
重
度
心
身
障
害
者
福
祉
手
当

�
市
内

に
住
所
が
あ
り
、
次
の
⑴
〜
⑸
の
い
ず
れ

か
の
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
人
⑴
身
体
障

害
者
手
帳
1
・
2
級
⑵
療
育
手
帳
Ⓐ
・
Ａ

⑶
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1
級
⑷
療

育
手
帳
Ｂ
⑸
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

2
級
【
支
給
額
】⑴
〜
⑶
／
月
額
5
千

円
、
⑷
⑸
／
月
額
2
、5
0
0
円

※
特

別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
を
受

給
中
の
人
、
65
歳
以
上
で
新
規
に
障
害
者

手
帳
を
取
得
し
た
人
を
除
き
ま
す（
障
害

児
福
祉
手
当
受
給
者
の
う
ち
、
20
歳
未
満

で
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
ま
た
は
2
級
と

併
せ
て
療
育
手
帳
Ⓐ
ま
た
は
Ａ
を
所
持
し

て
い
る
人
は
対
象
に
な
り
ま
す
）。
※
受

給
者
本
人
に
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る

と
き
、
ま
た
は
施
設
に
入
所
し
て
い
る
と

き
は
支
給
停
止
に
な
り
ま
す
。

●
①
〜
③
共
通

手
続
き
方
法
は
障
害
福

祉
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
※

現
在
受
給
資
格
の
あ
る
人
は
、
手
続
き
は

不
要
で
す
。

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

人
権
男
女
共
同
参
画
課

�
7
7
5
―

5
1
1
7

�
7
7
8
―

5
1
1
2

12
月
10
〜
16
日
は
｢北
朝
鮮
人
権
侵
害

問
題
啓
発
週
間
｣で
す
。
北
朝
鮮
に
よ
る

拉
致
問
題
の
解
決
に
は
、
｢拉
致
は
許
さ

な
い
｣と
い
う
市
民
一
人
一
人
の
声
が
大

き
な
力
に
な
り
ま
す
。こ
の
週
間
を
機
に
、

拉
致
問
題
へ
の
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。
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重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
助
成
制
度

障
害
福
祉
課

�
7
7
5
―

5
1
2
3

�
7
7
6
―

8
8
7
2

�
次
の
①
〜
④
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
①
身
体
障
害
者
手
帳
1
〜
3
級
②
療
育

手
帳
Ⓐ
・
Ａ
・
Ｂ
③
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
1
級
④
65
歳
以
上
で
次
の
ア
〜
ウ

の
い
ず
れ
か
の
障
害
に
よ
り
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
よ
る
障
害
認
定
を
受
け
て

い
る
ア
国
民
年
金
法
障
害
等
級
1
・
2
級

イ
身
体
障
害
者
手
帳
4
級
の
一
部（
音

か

し

声
・
言
語
機
能
障
害
、下
肢
障
害
の
一
部
）

ウ
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
2
級

※

初
め
て
該
当
す
る
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受

け
た
日
が
平
成
27
年
1
月
1
日
以
降
で
、

か
つ
65
歳
以
上
の
人
、
上
尾
市
以
外
の
市

区
町
村
か
ら
援
護
ま
た
は
国
民
健
康
保
険

の
給
付
を
受
け
て
い
る
人
、
埼
玉
県
以
外

の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
の
給

付
を
受
け
て
い
る
人
を
除
き
ま
す
。
【
助

成
額
】入
院
・
外
来
な
ど
の
各
医
療
保
険

制
度
の
自
己
負
担
額（
た
だ
し
、③
の
人
の

精
神
病
床
へ
の
入
院
分
は
除
く
）、入
院
時

食
事
・
生
活
療
養
標
準
負
担
額
の
2
分
の

1

�
該
当
す
る
障
害
者
手
帳
、
健
康
保

険
証
、
本
人
名
義
の
預（
貯
）金
通
帳
の
口

座
番
号
が
分
か
る
物
、
印
鑑（
認
め
印
）を

用
意
し
て
直
接
、
障
害
福
祉
課
へ

※
令

和
2
年
1
月
1
日
以
降
に
上
尾
市
に
転
入

し
た
人
は
令
和
2
年
1
月
1
日
に
住
所
が

あ
っ
た
市
区
町
村
の
発
行
す
る
所
得
証
明

が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
障
害
福
祉
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。
※
現
在
受
給
資
格
の
あ
る
人
は
、

手
続
き
は
不
要
で
す
。
㈯
㈰
㈷
は
受
け
付

け
で
き
ま
せ
ん
。

人
権
擁
護
委
員
の

表
彰

人
権
男
女
共
同
参
画
課

�
7
7
8
―

5
1
1
1

�
7
7
8
―

5
1
1
2

長
年
に
わ
た
る
活
動
の
功
績
を
認
め
ら

れ
、
人
権
擁
護
委
員
の
小
島
勝
氏
が
法
務

大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

上
尾
市
学
生
消
防
団

活
動
認
証
制
度

消
防
総
務
課

�
7
7
5
―

1
5
0
0

�
7
7
5
―

2
2
3
0

全
国
的
に
消
防
団
員
数
が
年
々
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
市
消
防
本
部

で
は
、
将
来
の
地
域
防
災
の
担
い
手
と
な

る
若
年
層
へ
の
入
団
促
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
令
和
2
年
9
月
1
日
か
ら
｢上

尾
市
学
生
消
防
団
活
動
認
証
制
度
｣の
運

用
を
開
始
し
ま
し
た
。
�
市
内
に
在
住

の
18
歳
以
上
の
学
生（
高
校
生
を
除
く
）

で
、
1
年
以
上
継
続
的
に
消
防
団
活
動
に

従
事
し
た
人

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

｢後期高齢者医療保険料納付確認書｣｢国民健康保険税納付確認書｣｢介護保険料納付確認書｣を次のとおり郵送しま
す。納付済みの保険料（税）は所得税や市・県民税申告時の社会保険料控除の対象となります。 ※特別徴収（年金から
天引き）された分は、本人以外の申告には使えません（例／夫婦とも年金天引きの場合、夫の申告に妻の天引き分は使
えない）。

①後期高齢者医療保険料納付確認書
�令和2年中に後期高齢者医療保険料を納付した人
※詳しくは、保険年金課に問い合わせてください。
②国民健康保険税納付確認書
�令和2年中に国民健康保険税を納付した人
※詳しくは、納税課に問い合わせてください。
③介護保険料納付確認書
�65歳以上で令和2年中に介護保険料を納付した人
※納付確認書は、65歳になってからの介護保険料納付分
だけです。64歳までの介護保険料は、加入している健康
保険（国民健康保険、健康保険組合など）の保険料に含ま
れています。 ※詳しくは、高齢介護課に問い合わせて
ください。

●①～③共通
【郵送時期】令和3年1月下旬
※特別徴収（年金天引き）と普通徴収（納付書や口座振替）
の両方で納付した人は、申告時に市発行の納付確認書を
利用してください。年金支払機関発行の｢公的年金等の
源泉徴収票｣の金額には普通徴収の納付額は含まれてい
ません。
※令和2年中に転入した人は、前市区町村の納付額も併
せて申告してください。郵送した納付確認書に記載され
る保険料・税納付額は、上尾市へ納付した分だけです。
年末調整などで早めに必要な人は、無料で納付確認書を
交付しますので、各問い合わせ先に連絡してください。

保険年金課 �775―5125
�775―9827

納税課 �775―5135
�775―9846

高齢介護課 �775―5127
�776―8872
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テレビ埼玉にて
フルバージョンで放映中！

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
・

70
歳
以
上
の
国
保
加
入
者
に
年
間

の
高
額
療
養
費（
外
来
年
間
合
算
）

を
支
給

保
険
年
金
課（
国
保
給
付
担
当
）�
7
7
5
―

5
1
3
6

（
高
齢
者
医
療
担
当
）�
7
7
5
―

5
1
2
5

�
7
7
5
―

9
8
2
7

1
年
間（
毎
年
8
月
〜
翌
年
7
月
）の
外

来
診
療
分
の
自
己
負
担
額
の
合
計
額
が
14

万
4
千
円
を
超
え
た
場
合
、
申
請
に
よ
り

超
え
た
額
が
年
間
の
高
額
療
養
費
と
し
て

支
給
さ
れ
ま
す
。
※
差
額
ベ
ッ
ド
代
や

室
料
な
ど
保
険
診
療
対
象
外
の
も
の
や
、

食
事
負
担
額
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

�
次
の
①
②
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
人

①
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い

る
、
ま
た
は
70
歳
以
上
で
市
国
保
に
加
入

し
て
い
る
②
令
和
2
年
7
月
31
日
時
点

で
、
保
険
証
の
負
担
割
合
が
1
割
ま
た
は

2
割

�
12
月
以
降（
予
定
）に
郵
送
さ
れ

る
申
請
書
を
持
っ
て
、
保
険
年
金
課
ま
た

は
各
支
所
・
出
張
所
へ

※
住
所
変
更
や

他
の
医
療
保
険
に
異
動
し
た
場
合
な
ど

は
、
申
請
書
を
郵
送
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
※
令
和
元
年
8
月
〜
令
和
2

年
7
月
を
通
し
て
同
じ
保
険
に
加
入
し
て

い
る
場
合
は
、
月
間
の
高
額
療
養
費
と
同

じ
口
座
に
自
動
振
込
を
行
う
た
め
申
請
は

不
要
で
す
。
た
だ
し
、
市
国
保
加
入
者
は

国
保
世
帯
の
中
に
70
歳
未
満
の
人
が
い
る

場
合
や
、
市
国
保
税
を
完
納
し
て
い
な
い

場
合
は
、
自
動
振
込
で
は
な
く
申
請
書
を

郵
送
し
ま
す
。
※
月
ご
と
の
高
額
療
養

費
の
申
請
漏
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

令
和
3
年
2
月

Ｎ
ｅ
ｔ
119

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
が

利
用
開
始

指
令
課

�
7
7
5
―

1
3
1
1

�
7
7
0
―

1
9
0
0

障
害
福
祉
課

�
7
7
5
―

5
3
1
5

�
7
7
6
―

8
8
7
2

社
会
福
祉
協
議
会

�
7
7
3
―

7
1
5
5

�
7
7
5
―

5
5
8
7

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
携
帯
電
話
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、
自
宅
や
外
出

先
か
ら
簡
易
な
操
作
で
素
早
く
音
声
不
要

ネ

ッ

の
緊
急
通
報
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
Ｎ
ｅ

トｔ
119
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
利
用
を
開
始

し
ま
す
。
�
令
和
3
年
2
月
1
日
㈪
〜

�
聴
覚
、
音
声
、
言
語
ま
た
は
そ
し
ゃ
く

機
能
の
低
下
な
ど
に
よ
り
、
音
声
で
119
番

通
報
を
す
る
こ
と
が
困
難
ま
た
は
困
難
に

な
る
恐
れ
が
あ
る
人

※
登
録
・
通
報
時

の
通
信
料
は
、
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
利
用
す
る
に
は
事
前
登
録
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

テレビ埼玉で5～8月にも放送したアッピー元気体操が、11月1日から新たに18分間のフルバージョンで放送中
です。
新型コロナウイルスの感染状況は依然として予断を許さない状況が続いており、自宅で過ごす時間も多いかと
思います。体を動かすことは、ウイルスに対する免疫力を高めることにもつながりますので、ぜひテレビを見な
がら一緒に体操に取り組んでみてください。 ※市ホームページでも見られますので併せてご覧ください。

■放送時間
①毎週㈬ 9時30分～9時50分
②毎週㈰ 8時～8時20分
※令和3年3月31日㈬まで放送
します。

■アッピー元気体操
とは…？
｢転倒予防を目指した筋

力トレーニング｣｢柔軟性・
バランス能力の向上｣を目
指した介護予防体操です。
座ったままでもできるの
で、体力に自信のない人も
安心してできる体操です。

■アッピー元気体操の効
果は…？
参加者の多くは、バランス能力
や筋力をおおむね70代まで維持す
ることができており、体操を継続
している効果も実際に数値に表れ
ています。アッピー元気体操の活
動年数が長くなるほど、効果も高
まっています。

高齢介護課 �775―4190・�776―8872

市ホームページ
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歳　出
632億2,140万円 民生費

303億5,335万円
48%

議会･総務費
71億9,435万円

11%

公債費
68億9,682万円

11%

衛生費
51億5,814万円

8%

教育費
50億9,232万円

8%

土木費
48億5,493万円

8%

消防費
25億8,431万円

4%

農林水産業･商工費
9億6,279万円

2%
災害復旧費
1億2,439万円

0%

歳　入
653億8,173万円 市税

315億2,185万円
48%

国庫支出金
104億3,361万円

16%

県支出金
46億434万円

7%

市債
43億5,260万円

7%

地方交付税
31億6,459万円

5%

その他
113億474万円

17%

総務費
・第6次上尾市総合計画の策定に着手
・本庁舎外壁・防水等改修工事を実施
・コミュニティセンター大規模改造工事の設計を実施
民生費
・芝川小学校の学区内に放課後児童クラブを整備
・学習支援の対象者等を拡大
・幼児教育・保育無償化を実施
・子ども・子育て支援複合施設整備の基本設計を実施
衛生費
・産後カフェ～こーらるりーふ～を実施
・西保健センター改修工事を実施
土木費
・逆川・原市沼川に監視カメラを設置
・小泉氷川山公園の整備に着手
・上尾丸山公園小動物コーナーカワウソ舎工事を実施

教育費
・小学校のＡＬＴ（外国語指導助手）を増員
・全小学校のパソコン教室に学習者用端末を導入、Wi-
Fiの整備
・全小学校でロボットプログラミングを実施
・平塚サッカー場の整備
災害復旧費
・浸水した平方土地改良区（農地）の復旧工事を実施

✚ ✚ ✚ 財政事情を公表します ✚ ✚ ✚

歳入の決算額は653億8，173万円となり、前年度に比べて34億4，300万円増加（5．6㌫増）、歳出の決算額は632億2，140
万円で、前年度に比べて31億7，326万円増加（5．3㌫増）しました。
それぞれの内訳は図1のとおりで、平成31年度の主な事業は下記のとおりです。また、支出額の市民1人当たりの

換算額は27万6，000円になります（13ページ表参照）。

毎年6月と12月に財政事情を公表しています。これは、市民の皆さんが納めた貴重な税金や国・県からの支出金な
どがどのように使われているかをお知らせし、市政について理解を深めていただくためのものです。今回は、平成31
年度決算と令和2年度上半期の収支状況をお知らせします。

財政課 �775―4247・�776―8873

平塚サッカー場

平 成 31 年 度 決 算

コツメカワウソ

【図1】平成31年度一般会計決算の状況

平成31年度の主な事業

1．一般会計
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204億3,461万円収入

202億4,807万円支出

167億6,492万円収入

160億1,095万円支出

38億2,546万円収入

36億6,068万円支出
44億7,445万円

収益的収支

資本的収支

給水戸数／9万9,799戸、給水人口／22万8,668人（普及率99.8％）
※収益的収支とは、水道水を各家庭に供給するなど、営業面の収支です。
※資本的収支とは、配水管の布設や施設の建設・改良事業面の収支です。

接続戸数／8万2,538戸、処理区域内人口／19万461人（普及率83.2％）
※収益的収支とは、各家庭での下水道の利用など、営業面の収支です。
※資本的収支とは、下水道の布設や施設の建設・改良事業面の収支です。

収入

38億5,546万円支出

2億1,464万円収入

13億63万円支出

27億7,557万円収入

27億6,943万円支出

介護保険

公共下水道事業

後期高齢者医療

国民健康保険

水道事業

〈公営企業会計〉

〈特別会計〉

収益的収支

22億8,261万円収入

32億460万円支出

資本的収支

支　出
29万円

食費
(人件費)
5万1,000円光熱水費･通信費

(物件費)
4万5,000円

家電などの買換え
(普通建設事業費)
2万5,000円

ローン返済
（公債費）
3万2,000円

収　入
30万円

給料
(市税･交付税他)
18万2,000円

諸手当
(国･県支出金)
6万9,000円

銀行からの借入
（市債）
2万円

パート代
（分担金、負担金他）

1万3,000円

前月からの繰越
(繰越金)
9,000円

貯金の取り崩し
（繰入金）
7,000円

その他雑費
（補助費他）
2万9,000円

医療費・保育料
（扶助費）
8万7,000円

子どもへの仕送り
（繰出金）
2万1,000円

ア
ッ
ピ
ー

ア
ッ
ピ
ー

ア
ッ
ピ
ー

ア
ッ
ピ
ー

ア
ッ
ピ
ー

災害復旧費
災害によって生じた被害
の復旧

1，000円

衛生費
ごみ、し尿の処理、環境
対策、健康増進など

農林水産業・商工費
農業や商工業の振興

4，000円

2万3，000円

公債費
公共施設整備などのため
に借り入れた市債の返済

消防費
消防・救急活動や災害対
策など

3万円

1万1，000円

議会・総務費
議会運営や選挙、戸籍、徴
税、庁舎管理など

土木費
道路、河川、公園の整備・
管理などのまちづくり

3万1，000円

2万1，000円

民生費
子育て支援、高齢者や障
害のある人へのサービス
の提供など

教育費
学校、図書館、公民館な
どの管理運営、文化・ス
ポーツの振興

13万3，000円

2万2，000円

【表】市民1人当たりの支出額の換算額（令和2年4月1日現在の人口22万9，037人で計算）

市役所と一般家庭では単純に比較できませんが、月30万円の収入がある家計に例えると、収支の内訳は図2のよう
になります。 ※『日本の統計2019』（総務省統計局刊行）に基づく労働者の平均給与を参考にしています。

特別会計は、特定の事業を実施する場合、一般会計と区分して事業ごとの収支を明確にするための会計です。公営
企業会計は、地方公営企業法の適用を受け、利用者の料金などにより公共の利益を目的に経営する事業の会計です。
【特別会計と公営企業会計の決算額】

1人当たりの
支出額

27万6，000円

平成31年度の市の決算を家計に例えると…

【図2】

2．特別会計・公営企業会計
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88億7千万円収入

91億4千万円
(収入率)42.6％
(執行率)43.9％支出

70億3千円収入

66億9千万円
(収入率)42.1％
(執行率)40.0％

(収入率)31.6％
収益的収入(37億9千万円)･支出(37億2千万円)

資本的収入(23億6千万円)･支出(34億4千万円)
(執行率)13.6％

(収入率)36.5％
(執行率)32.3％

支出

12億円収入

 5億円支出

(収入率)1.4％
(執行率)26.4％

3千万円収入

9億1千万円支出

21億7千万円
収益的収入(48億3千万円)･支出(45億7千万円)

資本的収入(7億5千万円)･支出(22億9千万円)

収入

11億9千万円支出

支出
0円収入

3億7千万円

(収入率)44.9％
(執行率)26.0％

(収入率)0％
(執行率)16.2％

11億1千万円収入

9億8千万円支出

介護保険
167億2千万円

公共下水道事業

後期高齢者医療
30億4千万円

国民健康保険
208億4千万円

537億2千万円収入

492億2千万円
(収入率)59.4％
(執行率)54.4％支出

一般会計
904億3千万円

水道事業

土地 188万5,232㎡
建物 38万4,378㎡

行政財産※1(土地)
1,767,254㎡

普通財産(土地)
117,978㎡

行政財産(建物)
376,589㎡

普通財産※2(建物)
7,789㎡

※1　行政財産とは、庁舎、消防施設など市が直接使用する財産や学校、
公民館、公園など、市民が共同利用する施設をいいます。
※2　普通財産とは、貸し付けなどができる特定の使用目的を持たない
財産をいいます。

平成31年度末
771億521万円

平成30年度末
799億784万円

一般会計
公共下水道事業
水道事業

172億4,858万円
35億5,524万円

585億6,258万円

173億2,112万円
40億2,414万円

563億139万円

3

4

5

6

4.0 4.0 4.4

4.5
4.8

（%)

27 28 29 30 31 (年度) (年度)

実質公債費比率
の推移

10

20

30

40

50

29.4
25.2

24.0

14.4 12.8

（%)

27 28 29 30 31

将来負担比率
の推移

財政の再生
財政危機です！

財政の早期健全化
イエローカードです！

財政は健全です！
この状態を続けましょう上尾市

4．8％

12.8％

健全化判断比率

実質公債費比率
借金の返済などの財政負担がどれくらいか

将来負担比率
将来的な財政負担がどれくらいか

市が保有する主な財産は以下のとおりです。

「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」では、市町村の財政破綻（会社でいう倒産）を未然に防ぐため、財政の
健全度を示す「健全化判断比率」と公営企業の経営状況の健全度を示す「資金不足比率」を算定し、公表することを義務
付けています。
平成31年度の上尾市の指標は全て健全の基準内にあります。

※上尾市は全会計とも赤字決算ではないため、「実質赤字比率」「連結実質赤字比率」「資金不足比率」は算定されません。

令和2年度 上半期（4月1日～9月30日）の収支状況

35％25％

350％

学校や道路、下水道などの公共施設を整備するために国や県、
金融機関などからお金を借り入れています。この市の借入金を
市債といいます。
平成31年度末の市民1人当たりの市債残高は33万6，650円（前
年比12，996円減）です。

上尾市

0％

0％

上尾市

3．市債の状況 4．市有財産の状況

5．財政健全化指標
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おめでとうございます

消防団永年勤続と消防功労者

令和2年秋の叙勲・褒章、第35回危険業務従事者叙勲
の市内の受章者を紹介します（敬称略）。

令和2年秋の叙勲
旭日小綬章
こ たに

小谷 仁（産業振興功労）
瑞宝中綬章
岡本 尚道（教育研究功労）
瑞宝双光章
石川 剛（国土交通行政事務功労）
細田美千代（教育功労）
瑞宝単光章
小田川正治（郵政業務功労）
令和2年秋の褒章
藍綬褒章
石倉 正仁（労働・社会保険振興功績）
遠山 正博（更生保護功績）

第35回危険業務従事者叙勲
瑞宝双光章
鎌田富太郎（警察功労）

こうたく

齊藤 光澤（警察功労）
佐藤 一男（警察功労）
鈴木 清一（警察功労）
田中 聖一（防衛功労）
根岸 功（警察功労）
宮澤 祥二（警察功労）
よ も だ

四方田文男（警察功労）
瑞宝単光章

いしつか

石塚 勝己（防衛功労）

■消防団勤続20年で3家族が受章
第72回埼玉県消防協会定例表彰で、本市から3家
族が永年勤続20年消防団員家族顕彰を受章しました
（敬称略、氏名の後の数字は第1～8分団を表す）。

う づかよしひと ち と せ

家族顕彰／永松浩利・愛子①、宇塚芳仁・千歳④、
今川健史・晴江⑦
■消防功労者56人が受章
市内で消防活動に功労のあった次の56人（団体も

含む）が受章しました。
●県消防協会表彰

しゅうせい

特別功労章／若木秀聖②、平野修一⑤、菊池春樹⑤
まさひと

一等功労章／藤田篤志②、榎本雅士⑥ 二等功労章
こ じまのり てるゆき

／小島徳①、斉藤真一郎②、内田高幸④、本田晃之
あつ し

④ 三等功労章／寺坂浩二①、原淳志②、加藤進⑦、
いぬいとしあり やなぎ だ あつ し

横田哲也⑦、乾利有⑧ 機関技能章／栁田篤史①、

こん だ かんばやしひろし

根田悠太③、猪又孝夫⑤、上林寛⑥、高橋正太⑦ 防
災団体表彰／三井住友金属鉱山伸銅本社上尾工場自

ひさし さ いち

衛消防隊 消防功労章／大室尚、井上茂、戸口佐一、
かずたか

田中一崇、星野良行
●県消防協会上尾支部表彰

さとし

特別功労章／田村邦宏②、内藤太一④、野村聡⑤、
しんすけ まなぶ たく じ

藤波真輔⑥、櫻井学⑧ 一等功労章／水村拓司③、
ひろ き

清藤博幹③、松木タカシ⑦、福田安孝⑧ 二等功労
み とみあきら とうごう

章／髙橋祐太④、上林寛⑥、見富明⑥、當郷綾香⑥
ため が い

三等功労章／根田悠太③、泉友和③、為我井佑太③、
竹下佳太朗⑥、高橋正太⑦ 精勤章／栁田篤史①、
泉友和③、猪又孝夫⑤、竹下佳太朗⑥、高橋正太⑦、

ともゆき

乾利有⑧ 勤続章／新井丈介②、田口達也⑤、横田
裕之⑥、岩田真一⑥、松澤孝一⑧ 優良団員（特別

くにひろ

表彰）／斉藤真一郎②、湯本訓啓⑤

人数

2人程度

3人程度

2人程度

1人程度

職種

一般事務

一般事務（障害者）

土木

建築

【試験内容】面接試験の他、活字印刷文による教養試
験、専門試験（職種による）、作文試験、適性検査など
【第1次試験日（面接試験）】12月18日㈮～20日㈰ ※
個別の日時は申し込み後にお知らせします。 ※合
格者には令和3年1月9日㈯に第2次試験（筆記試験）を
行います。
【申込方法】12月7日㈪17時までに、市ホームページ
から電子申請 ※電子申請ができない人は、12月3
日㈭までに職員課に連絡してください。 ※受験資
格など詳しくは、受験案内（職員課または各支所・
出張所、図書館本館にある。市ホームページからダ
ウンロードも可）をご覧ください。

市職員を募集
職員課 �775―5112・�775―9819

【職種・採用予定人数】

消防総務課 �775―1500・�775―2230

令和3年4月
採用予定

秘書政策課 �775―3849・�775―9861
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